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第３回 富士見市教育振興基本計画審議会 会議録 
 

 

 

出席状況 

基本計画審議会委員 中 髙野 高橋 古澤 田中 長堀 宮 秋元 中島 島田 栩内 

事務局（教育政策課） 
教育部長（総務担当） 教育部長（学校教育担当） 

副部長兼教育政策課長事務取扱 教育政策課副課長 主査 

 

傍聴者 なし 

 

内 容（要点記録）  

１ 開 会 

   副部長兼教育政策課長事務取扱 

 

２ 会長あいさつ 

 

３ 議題 

（１）第２次富士見市教育振興基本計画の素案について 

    

会 長 本日は、第２次富士見市教育振興基本計画の素案について、基本方針Ⅰの学校

教育分野を中心に、資料に基づき、事務局から説明をいただきながら議論した

いと思います。特に、内容が修正・更新された箇所を中心としたいと思います。 

それでは、事務局より基本方針Ⅰの基本目標１から説明をお願いします。 

 

・基本方針Ⅰ 学びあい、高めあい、夢と希望をはぐくむ教育の推進 

・基本目標１ 児童生徒一人ひとりに応じたきめ細やかな指導による学力の育成 

 

事務局 ≪現状と課題≫の主な変更点について、資料に基づき説明 

 

・全国学力・学習状況調査について 

会 長 本市の平均正答率が、小中学校ともに全国平均を下回るとあります。このこと

について、もう少し詳しい説明をお願いします。 

教育部長 この調査では、小学校６年生が国語・算数、中学校３年生が国語・数学のテ

ストを行なっています。細かい数字は手元にありませんが、いずれも全国平

均を下回っています。 

副部長 最終の素案の段階では、項目によっては数字やグラフを掲載します。 

会 長 現行の計画には、県の「３つの達成目標」に関するグラフがあります。 

日時：平成２９年９月２６日(火) 

午後６時３０分～午後８時３０分 

場所：市長公室 
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委 員 全国学力・学習状況調査の結果は、国語・算数・数学のすべてを具体的に記載

したほうがよいと思います。 

副会長 グラフは必要だと思います。県の学力・学習状況調査では、学力が大きく伸び

ている学年もあるということですので、そのような良い点も載せていただきた

いと思います。 

委 員 県の学力・学習状況調査は、一人ひとりの学力の伸びを継続的に見ていくもの

なので、本文には、「継続的な伸び」のような表現を使用するほうがよいと思

います。 

会 長 「継続的」という言葉を使うことについて、事務局で検討をお願いします。 

続いて、施策の内容について説明をお願いします。 

 

事務局 ≪施策の内容≫の主な変更点について、資料に基づき説明 

 

委 員 若手教員育成指導員は、初任者を指導する教員とどのように違うのでしょう

か。また、「若手」の定義についてお聞きします。 

教育部長 各小中学校の１年目の先生には、初任者研修として、県費の教員である指導

者がつきます。若手教員育成指導員は、２年目から５年目の教員を指導する

市費の教員で、主に、退職した元校長が担当しています。また、初任者研修

の指導者は本採用の教員を対象としているため、１年目の臨時的任用教員

は、若手教員育成指導員が指導しています。 

教育部長 若手教員育成指導員については、用語解説を入れたいと思います。 

委 員 若手教員育成指導員は、初任者研修の指導者とは別の人材ということですか。 

教育部長 別の人材です。各小学校に１から２名配置しています。 

会 長 指導員の数がかなり多いという印象を受けました。退職校長の人数では足りな

いのではないでしょうか。 

教育部長 若手教員育成指導員のなかには、複数の学校を担当している先生もいます。 

委 員 小学校のみ配置しているのでしょうか。小学校のみということだと、素案にあ

る「児童生徒の学力向上を図ります」という文章とは矛盾が生じます。 

教育部長 現在は小学校のみです。中学校にも広げる予定ですので、計画の本文ではそ

のことがわかるような表現に修正します。 

委 員 現在は何人いらっしゃるのでしょうか。 

教育部長 ８人です。小学校は１１校あります。 

会 長 これだけの人数がいるのは、他市町村と比べて先進的な取組みだと思います。 

副会長 勤務時間は１日でしょうか。また、１日であれば、その日は同じ学校にいるの

でしょうか。 

教育部長 勤務日は、１日同じ学校にいます。たとえば、ある先生は木曜日と金曜日は

鶴瀬小学校で勤務し、火曜日は水谷小学校で勤務しています。担当する学校

が決まっています。 

委 員 施策「特別支援教育の充実」を読むと、現行の計画の策定時から増えた現在の

通級指導教室を充実すると解釈できます。今後は増やす予定はないのでしょう
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か。 

教育部長 増える可能性がないとは言えませんが、現時点では増設の予定はありませ

ん。 

委 員 今の回答のような言葉を入れておいたほうがよいと思います。小学校の通級指

導教室に通っている児童が増えていることを考えると、富士見台中学校だけで

はニーズに応えられなくなると思います。通級指導教室は、重要な施策だと思

いますので、「充実」よりも強い言葉を使ってもよいのではないでしょうか。 

教育部長 現状では増設するとは言えませんので、充実としています。 

 

会 長 次に、事務局より基本方針Ⅰの基本目標２の説明をお願いします。 

 

・基本目標２ 人との交流や感動体験を通した豊かな心の育成 

 

事務局 ≪現状と課題≫の主な変更点について、資料に基づき説明 

 

委 員 基本目標１は学力の育成ということで、国語・英語・数学・理科・社会がイメ

ージされます。基本目標２は道徳や体育に係るものだと思います。私は、書写

や音楽も、人との協力や片付けの重要性などの面で、道徳に通じるものがある

と思っています。この計画では、音楽や書写についてもふれていただきたいと

思います。 

会 長 委員ご指摘の内容は、教科というより、学校生活全般で評価していると思いま

す。 

教育部長 現時点では、書写や音楽以外も、個別の教科にはほとんどふれていません。

「知・徳・体」のような幅広いものをイメージしています。 

会 長 委員のご意見として参考にしてください。 

委 員 いじめや暴力行為などの根絶をめざす子どもたちの自主的な取組みとして、「い

じめのない学校づくり子ども会議等」を挙げていますが、道徳をはじめ、色々

な取組みがあるので、ひとつの例に「等」をつける表現よりも、２から３の例

を挙げるほうがよいと思います。 

教育部長 目玉となる施策を中心に載せています。 

会 長 複数示したほうが親切だと思います。 

不登校の相談や支援について、「切れ目のない」という言葉を付けていますが、

どのよう意味なのでしょうか。 

教育部長 この計画では、小中学校のスムーズな接続が中心となりますが、市全体とし

ては、子ども未来応援センターができ、妊娠期から大人までという表現もし

ています。 

委 員 幼稚園や保育園も含まれるという認識でよいでしょうか。 

教育部長 ご指摘のとおりです。小学校は、入学時に幼稚園や保育所とも連携していま

す。 

委 員 中学校のふれあい相談員が、小学校に行くような連携のことでしょうか。 
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教育部長 ご指摘のとおりです。 

副部長 幼稚園・保育園等との連携は、この後の基本目標４において、「異校種間連携の

推進」として載せています。 

会 長 小１プロブレムや中１ギャップと呼ばれる課題のための連携は重要です。 

続いて、施策の内容について説明をお願いします。 

 

事務局 ≪施策の内容≫の主な変更点について、資料に基づき説明 

 

委 員 施策「いのちを大切にする教育の推進」のなかに、道徳教育や保健の授業等に

おいて「いのちの授業」を実施しているとありますが、正式には「保健」とい

う教科はないので、保健分野もしくは保健領域といった表現のほうがよいと思

います。 

教育部長 表現を検討します。 

委 員 施策「コミュニケーション教育の充実」ですが、内容を見ると、ほとんどが体

験活動になっています。この内容に対しては、施策を「体験活動の充実」とし

たほうがよいと思います。「コミュニケーション教育の充実」を変えないので

あれば、学力・学習状況調査で浮かび上がった「話を聞き発表する」ことが得

意でないという課題もふまえて考えると、言葉によるコミュニケーション能力

を向上させるような施策を入れていただきたいと思います。 

教育部長 教育委員会事務局でも、施策のタイトルに関する議論が続いており、「体験活

動の充実」という意見も出ました。現在は「コミュニケーション能力の向上」

に変更する可能性があります。 

委 員 一般的に「コミュニケーション」と言われたら、話すことをまず思い浮かべま

す。コミュニケーション能力の向上は必要だと思いますので、それに直接結び

つくような具体的な施策があってもよいと思います。 

教育部長 委員ご指摘の課題については、「主体的、対話的で深い学び」のなかで力を入

れていますが、検討したいと思います。 

会 長 「コミュニケーション能力」のほうがよいと思います。 

委 員 施策「部活動の充実」のなかで、ノー部活デーの設定が生徒の意欲向上と部活

動の充実につながるように書いていることに違和感を覚えます。専門指導員の

配置などのほうが、意欲向上と充実につながると思います。 

教育部長 ノー部活デーの設定については、「生徒の心身の健全な育成を図るため」とい

うような目的に変更するか検討しています。 

委 員 私もこの部分に注目しました。教員の負担軽減にも言及したほうがよいのでは

ないでしょうか。 

教育部長 教員の負担軽減にふれるかは議論がありましたが、施策は「部活動の充実」

のため入れないこととしました。外部指導者については記載しています。 

会 長 全体の流れとして、矛盾のない適切な表現としてください。 

委 員 教員の負担軽減と、生徒の成長が混在しているので、別々に書いたほうがいい

と思います。 
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先生も部活を見たほうがよいと思います。 

教育部長 もちろん、教員は部活動を見ますが、その教員が、顧問を務めているクラブ

の競技等の知識や技術を持っていない場合に、指導員にお手伝いいただきま

す。 

委 員 保護者には、部活動に積極的な先生がよい先生というイメージが定着していま

す。市としての考えを示し、保護者に理解してもらうためにも、教員の負担軽

減にふれるべきだと思います。 

委 員 ノー部活デーは、文部科学省が教員の負担軽減のために提唱したと記憶してい

ます。 

会 長 教員のために、ノー残業デーというのもあります。施策に入れるもの、入れな

いものをもう一度整理してください。 

教育部長 ここでは、「人との交流や感動体験を通した豊かな心の育成」が基本目標とな

っていますので、教職員の負担軽減については、この計画の全体を通して、

どこに含めるべきかを含めて検討したいと思います。 

 

会 長 次に、事務局より基本方針Ⅰの基本目標３の説明をお願いします。 

 

・基本目標３ 自らの健康・安全を守る資質・能力と健やかな体の育成 

 

事務局 ≪現状と課題≫の主な変更点について、資料に基づき説明 

 

委 員 新たな現状・課題として、子どもの体力の二極化を挙げていますが、この二極

化にデータ等の根拠はありますか。 

教育部長 データがあります。 

委 員 提示いただいた素案にあるように、学力の項目と同様に、体力も全国との比較

を入れてください。 

会 長 項目によって、表現が異なっている理由をお聞きします。 

教育部長 本市の新体力テストの結果との比較対象を、全国としたものと、全県とした

ものの違いです。比較対象を明記するなど、表現を検討します。 

会 長 続いて、施策の内容について説明をお願いします。 

 

事務局 ≪施策の内容≫の主な変更点について、資料に基づき説明 

 

委 員 施策「安全・防災教育の推進」の地域との連携について、富士見市は昼間の人

口が少ないので、災害が日中に発生した場合は、高齢者を助けるなど中高生が

果たす役割は大きいと思います。しかし、地域の防災訓練に参加しているのは

水谷中学校くらいです。もっと防災教育が必要だと思います。 

会 長 小中学校の協力等の現状をお聞きします。 

教育部長 水谷東小学校の児童と水谷中学校の生徒が一緒に下校するなど、小中学校の

連携は進んでいますが、この計画の中では多くの具体例にはふれられないの
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で、学校と家庭・地域の連携に関する文言を入れたいと考えています。 

委 員 先ほど話したように、中学生は災害発生時に高齢者を助けるなどの役割を担う、

地域の中心になると思います。救命救急講習の実施や、高齢者施設の避難訓練

への参加など、地域との連携が必要だと思います。 

会 長 今の委員のご意見を参考にしてください。 

委 員 小学校の林間学校では、３０分から１時間程度のハイキングでも頂上にたどり

つけない児童がいると聞きます。 

体力の低下という課題がはっきりしているわりに、施策の内容が薄いと思いま

す。体育の授業で「富士見スタンダード」という教師用手引きを使うと書かれ

ていますが、この手引きは公表されているのでしょうか。一般の人が見ること

ができない手引きだとすると、この文章は「学校を信じてください」と解釈さ

れてしまうかもしれません。また、「体育授業等で学習した成果を生かし、児

童生徒が日頃から運動に親しめるよう努めます。」という施策は具体的なもの

が思い浮かばないので、検証ができないと思います。 

教育部長 富士見スタンダードは、市内の教員で構成される体力向上推進委員会と教育

委員会とで作成した教員の授業改善のための手引きです。 

児童生徒が日頃から運動に親しめるようにする取組みは、市全体としては、

小学校５・６年生の親善陸上大会や小学校６年生のミニバスケットボール大

会などがあります。その他、各学校で様々なことを行なっていますが、たと

えば朝の時間の遊びや校内ドッジボール大会などがあります。 

委 員 私はできなかったのですが、計画を実行する方が見ればイメージできるもので

あれば問題ないと思います。授業以外の取組みも含んでいるという認識でよろ

しいでしょうか。 

教育部長 授業以外も含まれます。学校によっては、的当て板をつくるなど、授業以外

でも工夫をしています。 

委 員 今の説明で理解できました。 

副会長 子どもの体力の低下は、夜更かしなど、日頃の生活習慣の乱れも一因だと言わ

れています。私が会長を務めている富士見市青少年育成市民会議では、夏休み

に子ども達を集めて宿題教室を開催していますが、勉強中に寝てしまう子がい

ます。勉強や運動の指導だけでなく、生活習慣も見直す必要があると思います。 

教育部長 委員ご指摘のとおり、生活習慣も重要だと認識しています。教育委員会が年

２回行なっている「５days チャレンジ」というもののなかで、生活習慣の

改善を図っています。具体的には、「私は朝何時何分に起きます」「私は朝ご

はんをしっかりとります」「私は毎日何分の家庭学習をします」というよう

な目標を各自つくって５日間取り組みます。もちろん、家庭との連携が欠か

せません。 

副会長 先生が気になった児童生徒については、家庭と連携して生活習慣改善のための

指導をお願いします。 

教育部長 先ほどの「5days チャレンジ」では、保護者からコメントをいただいていま

す。学校では、保護者面談も行なっています。教育相談室や支援員とも連携
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しています。 

会 長 生活習慣については、幅広い話なので計画に書ききれないことも多いと思いま

すが、しっかりと指導していただきたいと思います。 

次に、事務局より基本方針Ⅰの基本目標４の説明をお願いします。 

 

・基本目標４ 地域の教育力を生かし教育効果を高める学校教育の推進 

 

事務局 ≪現状と課題≫の主な変更点について、資料に基づき説明 

 

委 員 「主体的、対話的で深い学び」は用語解説が必要だと思います。 

会 長 「主体的、対話的で深い学び」も、最近はあまり話題にならなくなりました。

用語解説の掲載について検討をお願いします。 

続いて、施策の内容について説明をお願いします。 

 

事務局 ≪施策の内容≫の主な変更点について、資料に基づき説明 

 

委 員 施策「教職員の資質向上」に「組織として教員の負担軽減に取り組む」とあり

ますが、同時に、この施策には数多くの研修も登場します。その他にも先生の

研修はたくさんあると思います。大規模校では負担は大きくないかもしれませ

んが、小規模校では、ひとりの先生が複数の研修に出席しなければならないの

で、負担が大きいと思います。小規模校への配慮等についてお聞きします。 

教育部長 小規模校では、複数の教科主任等の担当をひとりの先生が兼務していること

があります。研修が重ならないように配慮しています。ご指摘の内容につい

ては、具体的な施策の中で工夫したいと考えています。 

会 長 市として出張のない曜日はありますか。 

教育部長 あります。 

委 員 産業医の配置状況についてお聞きします。 

教育部長 教職員が５０人以上になる特別支援学校は、産業医を選任しています。 

会 長 法令に基づく選任状況となっています。 

委 員 目標の出だしの言葉が「地域の教育力を生かして」となっていますが、地域の

教育力に関する内容は学校運営支援者協議会と学校応援団だけだと思います。

目標の出だしの言葉にすると、この項目のすべてに地域が関わるような解釈に

なってしまうと思います。 

教育部長 タイトル等については、現行の計画のものを引き継ぐことを基本としていま

すが、ご指摘のように内容と合っていないものを確認した場合は、修正につ

いて検討します。 

委 員 在校時間調査のデータはありますか。 

教育部長 各学校で毎日行なっており、データもあります。 

委 員 在校時間について、校長に示している基準はありますか。 

教育部長 細かいものはありませんが、法令や文部科学省の通知等を参考にしています。 
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会 長 データに基づく、適正な基準をつくっていただければと思います。 

委 員 ノー残業デーのような具体的な施策を載せて、現場が取り組みやすいようにし

てください。 

委 員 心の病による病気休暇をとっている教員が増加傾向にあることが課題となって

いるようですが、これは深刻な状況だと思います。そのわりに、施策があっさ

りしている印象を受けますので、もっと具体的なものを載せてください。たと

えば、特別支援学校以外の学校における、産業医のような教員の心身の健康に

関する具体的な施策です。 

会 長 教職員数が５０人を下回る学校における、産業医のような対策等について記載

してはいかがでしょうか。 

教育部長 医師の面接指導などにも取り組んでいますが、利用者はいません。 

委 員 在校時間調査の「在校」の定義についてお聞きします。たとえば、単純に学校

にいる時間なのか、部活は含まれるのか、授業時間だけなのか、土曜日・日曜

日は含まれるのかなどです。 

教育部長 土曜日・日曜日も含め、学校にいる時間です。 

会 長 教育委員会として、土曜日・日曜日の部活などを含めた勤務時間の把握に努め

てください。 

委 員 施策「異校種間連携の推進」において、幼稚園から大学までの連携をうたって

います。小１プロブレムや中１ギャップに関する具体的な取組みについてお聞

きします。 

教育部長 小学校の先生や教育相談室の指導主事が幼稚園・保育園を見学に行っていま

す。また、幼稚園・保育園の先生に小学校に来ていただいて情報交換をして

います。教育相談室が、幼稚園や保育園から相談を受けることもあります。 

配慮を要する小学校１年生に対応する加配教員を配置しています。幼稚園・

保育園からの接続をスムーズにするための授業の工夫であるスタートカリ

キュラムを実施しています。 

小学校から中学校へのスムーズな引継ぎのために、教育支援シートというも

のを活用して、情報共有を図っています。また、中学校の先生が小学校に教

えに行く、小学校の児童が中学校に体験授業に行く、中学校の生徒会が小学

校に行く、合唱コンクールを小中学校で一緒に開催するなどの連携をしてい

る学校があります。 

小中学校の先生が合同で、小中連携教育の研究を行なっています。 

委 員 プールの着替えや給食の配膳がうまくできない低学年の児童がいるようです。

幼稚園や保育園からの指導が必要だと思います。また、家庭でのお手伝いも重

要です。 

教育部長 委員ご指摘のような内容については、就学時検診のときに、保護者にご協力

をお願いしています。 

委 員 年度当初、小学校１年生の給食の配膳は、６年生が手伝っています。 

会 長 市内の幼稚園はすべて私立なので、この計画で幼稚園の教育内容には言及でき

ないと思います。 
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委 員 発達障害などで落ち着きのない児童の保護者に対し、授業中の付き添いを学校

からお願いしているケースを聞いたことがあります。これは過去の話ですが、

現在もこのようなお願いをすることはあるのでしょうか。 

教育部長 ご指摘のような児童をサポートする、非常勤職員であるすこやか支援員を状

況に応じて配置しています。原則的には、教職員全員で対応しています。 

会 長 現在は、就学の際に保護者との意見調整が行われていると思います。 

 

（２）その他 

・次回の日程調整 １０月１６日（月）午後６時３０分からに決定 

 

５ 閉 会 

副会長 

 

＊今後の会議 

 

 

 

 

日程 時間 場所 

１０月１６日（月） 午後６時３０分から 本庁舎２階 市長公室 

 


